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【　式　順　】

鹿児島県文化協会　創立50周年記念事業

日時／令和元年６月８日（土）

場所／市民文化ホール４Ｆ　　

  芸　術　鑑　賞  	 	 	 	 	 	 	 	 14：40

鹿児島県尺八連盟	 	 内村　泓山　様　　他

鹿児島県筝曲会	 	 木元　歌由梨　様　　他	 	 	 	 15：10

【休　憩】

  シ ン ポ ジ ウ ム  
【開会】	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 15：20

　パネルディスカッション

　　　基調講演　「鹿児島が世界に誇る自然と文化」
　　　　　　　　　　　　　　原口　泉　鹿児島県文化協会長	 	 	 16：00

　　　コーディネーター　東川　隆太郎（かごしま探検の会　代表理事）

　　　パネラー：１　霧島市文化協会　　　　　　　会長　永山　作二

　　　　　　　　２　奄美市文化協会　　　　　　　会長　山元　孝子

　　　　　　　　３　屋久島町文化協会　　　　　　会長　野口　真由美

　　　アドバイザー　鹿児島県文化協会　　　　　　会長　原口　泉　　

　　　総合ディスカッションアシスタント

　　　　　　　　　　いちき串木野市文化協会　　　会長　川原　純子

【閉会】	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 16：50



ご　挨　拶

鹿児島県文化協会会長　　原　口　　　泉　

　６月８日18時よりサンロイヤルホテルにおいて、鹿児島

県文化協会50周年記念式典交流会を開催いたします。地域

別参加希望者による芸能発表も予定しております。加盟団体

の皆さまには、是非この機会に会員同士の交流を深めていた

だければと存じます。１人でも多くの方と一緒に語り合える

ことを私も楽しみにしております。

　交流会前の、創立50周年記念鹿児島県文化協会通常総会

（12時〜 16時 50分）にもぜひお越しください。鹿児島

県尺八連盟と鹿児島県箏曲会によります演奏がございます。

また、コーディネーターに東川隆太郎様、パネラーに霧島市

文化協会会長・永山作二様、奄美市文化協会会長・山元孝子

様、屋久島町文化協会会長・野口真由美様によるシンポジウ

ムでは、貴重なお話が聞けることでしょう。私も僭越ながら

「鹿児島が世界に誇る自然と文化」と題し、お話をさせてい

ただきます。１人でも多くの方と一緒に鹿児島県文化協会創

立50年という節目の年をお祝いできれば幸いです。



祝　　　辞

鹿児島県知事　　三反園　　　訓　

　鹿児島県文化協会が創立50周年を迎えられますことをお

慶び申し上げます。

　鹿児島県文化協会におかれましては、日頃から、本県の文

化行政の推進に多大な御貢献をいただいていることに対し、

感謝申し上げます。

　また、原口会長のもと、県民の創造的な文化活動を支援す

るとともに、県内各地域の文化協会並びに各文化団体と連携

を図りながら、「県民文化フェスタ」の開催をはじめ、各文

化団体の運営の支援や、機関誌「文化かごしま」の発行など、

本県の文化芸術の振興に寄与されていることに深く敬意を表

します。

　県におきましては、今後とも、「文化の薫り高いふるさと

かごしまの形成」に向けて、文化芸術の振興をより一層推進

してまいりますので、皆様の御支援・御協力をお願いいたし

ます。

　終わりに、鹿児島県文化協会のますますの御発展並びに皆

様の御健勝・御活躍を心から祈念いたします。



シンポジウム
テーマ「鹿児島が世界に誇る自然と文化」

  基 調 講 演  
 　　　　　講師／原口　泉　鹿児島県文化協会会長

　鹿児島県は、屋久島が世界自然遺産に、明治日本の産
業革命遺産が世界文化遺産に登録されています。
　また、甑島のトシドンは、ユネスコ無形文化遺産に登
録されています。
　今後は、奄美大島・徳之島が世界遺産に登録されるこ
とが目標です。
　南北 600 キロに渡る、鹿児島の黒潮文化についてお話
します。

●コーディネーター／東川　隆太郎
【プロフィール】

　「まち歩き」を活動の中心に据える自他ともに認める
「まち歩きのプロ」。従来の観光地のみならず、普段見
慣れている景色の中に埋もれている地域資源は、光の
当て方次第で輝きを増し、住民に誇りを、来訪者に喜
びを与えることができる、という基本理念のもと「世
間遺産」や「僕立公園」などを提唱。鹿児島県内の歴
史や地理を機軸に、近代化産業遺産・温泉・鉄道・微
地形など様々なテーマで自らも案内人として地域を語
るほか、観光ボランティアガイドの育成・研修、まち

づくりコーディネートなどにも従事。ＮＰＯ法人まちづくり地域フォーラム・かごしま探検の
会代表理事。鹿児島県観光アドバイザー。連載に「かごしま歴史まち歩き」（㈱九州経済研究所
発行）など。ＭＢＣ南日本放送（テレビ）「週刊 1チャンネル」のコーナー「鹿児島ぶらぶら」
やＭＢＣ南日本放送（ラジオ）「郷土菓子伝承　ふるさとの菓子と歴史」に出演中。ＮＨＫ大河
ドラマ「西郷どん」史料取材協力。



●パネラー

霧島市文化協会会長　永山　作二
　日本最初の国立公園を有する霧島市。豊かな自然と文化に満ち溢れている。
市町村合併等により都市集中化現象の中、高齢化等により文化の灯が消えつ
つある地域文化の継承保存に努めています。合併前の 1市 6町に各支部を
設けた事が功を奏し、ともすれば消えがちな地域の文化守り育て、関係各機
関との連携協力をいただきながら文化祭等を開催し、地域文化の継承保存と
活性化に取り組んでいます。またボッセ先生により創設された国際音楽祭は
40 周年を迎え、みやまコンセールへ海外から多くの音楽家たちが参加し盛
況を博している。文化協会としても何らかの形でご協力できないかと努力し
ています。

前奄美市文化協会会長　山元　孝子
　奄美、沖縄が再度世界遺産登録に向けて推薦された事は、手つかずの自然、
生活様式、大島紬、島唄、島言葉など全ての多様性である。「ありがとうの」
言葉一つを取ってみても、5つの島で全く異なる。奄美の自然が日本画家田
中一村の絵を開花させた。奄美パーク宮崎緑館長は世界への発信を操ってい
る。音楽においては、昨年「ベルスース奄美」の演奏会を奄美文化センター
で開催。宇検村出身の元NHK 交響楽団首席ファゴット奏者の山畑繫氏作曲
によるもので、子守唄を随所に散りばめた美しい交響曲です。奄美が今ブー
ムです。外国からの旅行客も増えました。この自然を含めたすべての文化を
いかに後世へ伝えて行くかが今後の課題だと思います。

屋久島町文化協会会長　野口　真由美
　平成元年 5月東京より屋久島に移住、4年 5月旧屋久町文化協会に書道で
入会。平成 12 年旧屋久町文化協会長。合併により平成 19 年屋久島町文化
協会長。屋久島に移住して 31 年、子育てや書道、硬筆の講師をしながら文
化協会と共に歩んできた様に思います。今、やっと屋久島の自然を満喫して
います。古き良き芸事からトレンドのダンスまで昨今の会員の活躍からは目
が離せません。古来より海路の灯台であった屋久島が、文化の道標となり、
誰もが自由な表現活動を暮らしの中に活かせる「文化の母島」であれと願い
ます。そんな中で千人規模のホールを要望する声も上ってます。老いも若き
も多様性の中で先進的なコミュニティでありたいと願います。



50周年記念式典交流会
場所：鹿児島サンロイヤルホテル　　

１　開会　　　　　　和太鼓演奏	 	 	 	 	 	 	 18：00

２　会長挨拶

３　来賓あいさつ

　　１）三反園　知事　　　　　挨拶

　　２）県議会議員　　　　　　挨拶	 	 	 	 	 	 18：30

　　　　宝生流　舞囃子　「高砂」　　　　鹿児島謡曲連合会　　中西　喜彦　様　他

　　３）乾杯

　　　　和太鼓演奏

　　　　日本舞踊　『名槍日本号』　　鹿屋市文化協会長　　福園　力　　様

　　　　うるま音楽研究所　　　　　　和泊町文化協会　　　山下　幸秀　様　他

　　　　鹿児島文化交流協議会　　　　　　　　　　　　　　天達　美代子　様　他

４　中閉め　挨拶	 	 	 	 	 	 	 	 	 20：30

鹿児島県文化協会50周年祝
公益社団法人 日本バレエ協会
鹿児島県６団体
アソカバレエ研究所
有川泉バレエアカデミー　
岡元妙織バレエスタジオ　鹿児島バレエ研究所
白鳥バレエ　日高千代子バレエスタジオ
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鹿児島県
文化協会
５０周年

鹿児島県文化協会

連句カメリア
佛渕　雀羅　　　陶山　六寸
逆瀬川　屯　　　馬渡　光子
本田　紅鯨



祝 鹿児島県文化協会創立50周年
おめでとうございます

阿 久 根 市 文 化 協 会
出 水 市 文 化 協 会
いちき串木野市文化協会

祝 鹿児島県文化協会50周年

自分で着られる
きもの着付の
ことなら！

フジタ製薬株式会社

鹿児島県文化協会創立50周年
おめでとうございます

祝 ５０周年

祝 50周年
女声合唱団
コールあじさい

川原　純子



祝 ５０周年

ハナレイ、ホク、フラ
フラダンス教室

いちき串木野市栄町 180
TEL  0996－32－9408

堂園 宏子　新海 佳奈子

本社：099-226-7111



祝 文化協会創立50周年

野辺ひふ科クリニック
エビデンスに基く
正しい診断と治療

開業して35有余年、いちき串木野市と周辺
地域の唯一の皮膚科専門医療機関として、
多くの皆様からの信頼をいただき、ご利用
いただいています。

住　　所 〒896-0026
いちき串木野市昭和通り34

診療時間 月・火・水・金　  9：00～12：30
　　　　　　 14：00～17：30
木・土　　　　 9：00～12：30

休　診　日 日曜・祝祭日・木曜午後・土曜午後TEL・FAX 0996-33-0250

祝 鹿児島県文化協会50周年

南さつま市加世田文化協会
会長　永田　玲子

50th
 Anniversary




